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特

　集

いま、高齢者福祉にかかせない
養護老人ホームはどうなっているのか
 自死・自殺に向き合う僧侶の会自死・自殺に向き合う僧侶の会トーク

食の権利を守り、おいしく・たのしく

春巻きの皮…………… ８枚
豚ひき肉…………… 120ｇ
春雨………………… 32ｇ
キャベツ…………… 150ｇ
水煮竹の子………… 48ｇ

【材料】（４人分）
しいたけ…………… 20ｇ

〈調味料〉
醤油………………… 12cc
酒…………………… 12cc

みりん……………… 12cc
オイスターソース…… 4ｇ
砂糖………………… 12ｇ
水………………… 約40cc
水溶き片栗粉………… 適量

【作り方】
①春雨をもどして適当な長さに切り、キャベツ、竹の子、しいたけも細長く切りそろえます。
②豚ひき肉、キャベツ、竹の子、しいたけ、春雨を炒め、調味料で味をつけ、片栗粉でと
ろみをつけます。

③②で炒めた具材の粗熱をとり、春巻きの皮で巻いていきます。
④170℃の油できつね色になるまで揚げます。

好きな野菜を包んで野菜たっぷり、美味しい春巻きをご紹介します！　貝塚こすも
すの里ではキャベツをたくさん入れて、柔らかく食べやすいように工夫しています。

貝塚こすもすの里（大阪府貝塚市）　調理職員　國
くにかわ

川　竜
りょうま

馬

いただきます！

手づくり春巻き



日　程：2017年9月開講　全10講座＋ゼミ
会　場： 大阪健康福祉短期大学　 あべのハルカス　アバンスペース

及び総合社会福祉研究所
◆常勤講師：唐鎌直義（立命館大学）、小川栄二（立命館大学）、石倉康次（立命館大学）
◆開講形態　毎月１回、土曜もしくは日曜日に開講。
　午前10：00～12：00　真田理論を紐とく（担当：石倉康次）
　午後13：00～14：30　セミナー（常勤講師および外部講師による講義と質疑）
　午後14：40～16：10　ゼミナール
　　（貧困研究、福祉労働研究、福祉経営研究の分野）
　　（受講生がテーマをもって研究発表を行い常勤講師による論文作成指導を受ける）
─────────────────────────────────────────

１．９月24日（日曜日）　開講式
真田理論を紐とく：石倉康次「社会福祉研究における理論と現実分析」
唐鎌直義「貧困問題のとらえ方─統計データの活用と分析─」／自己紹介と各自のテーマ設定

２．10月21日（土曜日）
真田理論を紐とく：「社会福祉の対象」「社会問題・生活問題・社会福祉」著作集第３巻
加美嘉史「公的扶助─社会福祉論争の現代的意味─」／「社会福祉の調査方法と文献調査の方法」

３．11月26日（日曜日）
真田理論を紐とく：「社会福祉運動とは何か」「社会福祉運動の戦後過程」著作集第５巻
濱畑芳和「福祉労働者の権利と社会福祉の公的責任」／受講生の学習・研究内容の報告と討論１

４．12月23日（土曜日）
真田理論を紐とく：「社会保障とは何か」「日本の社会保障」著作集第２巻
永岡正己「社会福祉の歴史と学ぶ意義」／受講生の学習・研究内容の報告と討論２

５．１月27日（土曜日）
真田理論を紐とく：「社会福祉の対象と政策─運動─労働─事業」「戦後社会福祉の政策展開と
展望」著作集第３巻
唐鎌直義「イギリス社会保障制度の形成と展開」／受講生の学習・研究内容の報告と討論３

６．２月24日（土曜日）
真田理論を紐とく：「社会福祉の現状と社会福祉労働論、社会福祉技術論」「社会福祉における
労働と技術の発展のために」著作集第５巻
小川栄二「福祉労働の専門性の原理的考察」／受講生の学習・研究内容の報告と討論４

７．３月24日（土曜日）
真田理論を紐とく：「地域福祉の基礎視角」「地域の福祉力について」著作集第４巻
櫻谷眞理子「児童福祉問題とソーシャルワーク」／受講生の学習・研究内容の報告と討論５

８．４月21日（土曜日）
真田理論を紐とく：「現代日本の民間社会福祉」「社会福祉事業体論の論点」著作集第４巻
峰島厚「障害者福祉の論点と課題」／受講生の学習・研究内容の報告と討論６

９．５月27日（日曜日）
真田理論を紐とく： 「社会保障と日本改革」「社会保障と社会発展・人間発達」著作集第２巻
山本耕平「精神保健と社会福祉」／受講生の学習・研究内容の報告と討論７

10．６月24日（日曜日）
セミナー：黒田孝彦（総合社会福祉研究所）「権利としての社会福祉と社会福祉事業経営」
ゼミナール：受講生の研究成果の報告・発表
修了式

─────────────────────────────────────────
年間参加費　研究所会員40,000円（非会員50,000円）

主催：総合社会福祉研究所
※セミナー・ゼミナールの内容、講師は変更になる場合があります。詳しくは研究所（高倉）まで。

第１期開講予定

開催のお知らせ悲 院 アく デ ア田 しふ カ ミ



　ハートヒルの男性長寿No. １の牧野辰男さん。
　カメラを向けると満面の笑みを返してくれます。「笑顔は長寿の秘訣」。洗濯、掃除など身の
回りのことは何でもご自分でこなし、食事も三食モリモリ食べて、毎朝のラジオ体操も欠かし
ません。「デイサービスに行ってきまーす！」と牧野さんの元気な声が聞こえると、施設内も
生き生きとした活気にあふれます。

「
今
年
で
一
〇
一
歳
に
な
る
ん
だ
に
！
」
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「ずっと一緒にいようね」
　毎朝、夫の松尾誠さんが、温かいタオルで妻のいちゑさんの顔を拭いてあげるのが日課です。
「ずっと一緒にいようね」と誠さんが手をとって言うと、いちゑさんがニコッと微笑み返す。
その光景を見て、周りもほっこりとしました。ハートヒルのおしどり夫婦です。



およりて
　いつもにぎやかで楽しそうな笑い声が聞こえてくる〈およりて〉。およりてとは、「どんな方
も気軽に立ち寄って下さい」という意味の飯田の方言です。施設内の誰でもやってきて、ここ
で趣味や作業をおこなう憩いの場所となっています。「ズボンが破けちゃったぁ」とおよりて
に持っていくと、裁縫上手な入居者さんが、ササッと手際よく直してくれる。清拭布づくりで
は、「私もいつかはこれでお尻を拭いてもらうときがくるのかなぁ」と話しながら布を切って
おられました。



「ヘルパーさん、お疲れさま」
　そう言いながら、ポケットにこっそりあめ玉を入れてくれる入居者さん。「時間があるなら
寄ってきな」と部屋へ招き入れて、お茶を飲みながら、日々の他愛のない話で笑ったり、悩み
を打ち明けたり……。入居者さんの温かい優しさに支えられながら、職員も日々の業務をがん
ばることができます。濱島浩子さんと、水野美恵子さん（生活相談員）。
� コメント・鈴木沙織（ハートヒル川路　介護員）、写真・西村憲次
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2005年の改正で大きく変化した養護老人ホーム	 西村　憲次	 8
措置控え、重度化するなかでの
　養護老人ホームの役割を考える	 伊坪　陽子・篠田　淳治	 12
施設のすべての部署がかかわって	 井藤　幸子	 21
生活困窮した人の入居に取り組んで	 大坪　　勇	 23
社会福祉の視点から養護老人ホームの存在意義と今日的な役割を考える	 	 26
　河合克義／塩見一弥／横山ちえみ／中島素美

●トピックス● 	
鳥取こども学園
　子どもたちに安心と平穏が与えられる養育環境を！	 	 38
　全面受容、子どものそばに居続けること　藤野興一さんに聞く	 41
　鳥取こども学園との交流から学んだこと	 	 43
熊本大地震
　益城町・南阿蘇の仮設住宅・団地	 	 46
　JDF熊本支援センターでの活動体験を通じて、
　　〜かわらないこと・かわったこと〜	 大野 健志	 48
外国人労働者はなぜ不法残留してしまう？	 	 54
京都社会福祉講座	 	 57
　
●連載●
施設から子どもたちの未来をきりひらく
　「生きる」を支える〜こどもたちの「今」と
　　　　「これから」を支える施設の役割〜	 桑原　一章	 58
相談室の窓から
　まだどこかで、素直になれない……	 青木　道忠	 62
育つ風景　子どもは理不尽な経験を忘れない	 清水　玲子	 64
「助けて！」って言ってもええねんで！
　子育ては、とも育ち	 徳丸ゆき子	 66
全盲夫婦の出会いから　二人三脚のあゆみ	 千田勝夫・絹枝	 68
　私たちの子育て（１）夫との協力体制
映画案内　『ハドソン川の奇跡』	 吉村　英夫	 70
現代の貧困を訪ねて
　日雇労働者の「白手帳」が危ない	 生田　武志	 72
似らすとれーしょん道場　似顔絵まんがアート　
　有名人の「名人」を描くのじゃ〜 !	 ラッキー植松	 74
ホームレスから日本を見れば	 ありむら潜	 76
花咲け！男やもめ	 川口モトコ	 77

みんなのポスト　56／福祉の動き　78／今月の本棚　81/
●グラビア●　�「今年で101歳になるんだに！」
──社会福祉法人ゆいの里　養護老人ホームハートヒル川路
� （長野県飯田市）をたずねて──
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～自死・自殺に向き合う僧侶の会～

安心して悩むことの
　できる社会をめざして

七
月
二
五
日
午
後
、
東
京
港
区
三
田
の
正
山
寺
に
、「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
の
前
田
宥ゆ
う
せ
ん全

さ
ん
（
共
同
代
表
）
と
、
松
本
智ち
り
ょ
う量
さ
ん
（
事
務
局
長
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
政
府
が
平
成
二
七
年

の
自
殺
者
比
率
を
一
〇
年
後
ま
で
に
三
〇
％
減
ら
す
、
と
し
た
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
日

で
し
た
。

二
〇
〇
六
年
六
月
に
「
自
殺
対
策
基
本
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
成
立
に
向
け
て
署
名
運
動
等
に
取
り
組
み
、

宗
派
の
違
う
僧
侶
ら
が
集
ま
っ
て
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
で
し
た
が
、

立
場
や
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
、「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
に

発
展
し
ま
し
た
。

出
発
は
、
自
死
・
自
殺
問
題
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
た
超
宗
派
の
有
志
の
僧
侶
の
集
ま

り
で
す
。
問
題
を
研
鑽
し
、
必
要
と
す
る
人
々
の
た
め
具
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
僧
侶
だ
か
ら
こ
そ
引
き
受
け
る
べ
き
役
割
は
、
安
心
し
て
悩
む
こ
と
が
で
き
る
場
と
向
き
合
う
こ
と

で
す
。
仏
教
を
縁
と
し
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
宗
教
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
が
お
こ
な
っ
て
い
る
活
動
は
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
貴
重
な
取
り
組
み
で
す
。
五
点
に
ま
と
め
る

と
、一

つ
目
は
、
会
の
僧
侶
が
、
手
紙
相
談
「
自
死
の
問
い
、
お
坊
さ
ん
と
の
往
復
書
簡
」
を
受
け
付
け
て
お
り
、
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前田　宥
ゆうせん

全
　�曹洞宗正山寺住職（東京都港区）
僧侶の会共同代表（写真右）

松本　智
ちりょう

量
　�浄土真宗本願寺派延

えんりゅうじ

立寺住職（東
京都八王子市）僧侶の会事務局長
（写真左）

て
い
ね
い
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
往
復
書
簡
を
会
の
な
か
で
相
互
に
確
認
し
、
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
自
死
者
追
悼
法
要
「
い
の
ち
の
日 

い
の
ち
の
時
間
」
を
、
毎
年
一
二
月
一
日
に
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
し
た
経
験
を
も
つ
方
が
集
い
、
仏
さ
ま
の
前
に
座
り
、
自
死
で
亡
く
な
っ

た
方
を
偲
び
、
遺
族
も
共
に
自
ら
の
い
の
ち
を
見
つ
め
直
す
機き

え
ん縁

と
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
自
死
経
験
の
分
か
ち
合
い
「
い
の
ち
の
集
い
」
を
、
毎
月
第
四
木
曜
日
に
築
地
本
願
寺
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
（
参
加
者
は
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
に
限
っ
て
い
ま
す
）。

四
つ
目
は
、
東
京
以
外
の
地
で
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
め
ざ
す
僧
侶
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
会
の
立
ち
上
げ

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

五
つ
目
は
、
自
死
・
自
殺
に
対
す
る
無
関
心
や
偏
見
を
払
拭
し
、
具
体
的
に
考
え
る
研
修
な
を
ど
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

今
の
社
会
の
な
か
で
、
宗
教
者
の
方
々
が
、「
安
心
し
て
悩
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
め
ざ
し
、
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
お
話
を
伺
っ
て
感
激
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
会
の
紹
介
に
と
ど
め
、
次
号
に
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

http://w
w
w
.bouzsanga.org/ 

�

（
編
集
主
幹　

黒
田
）
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二
〇
〇
五
年
の
改
正
で
大
き
く
変
化
し
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
は
、
一
九
六
三
年
の
老
人
福
祉
法
制
定
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
養
老
院
」
か
ら
、
措
置
制
度
を
柱
と
し
て
、

創
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。

二
〇
〇
五
年
に
は
国
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
保
護

費
が
一
般
財
源
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
介
護
保
険
法
の
改
正
で
、
施
設
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
老

人
福
祉
法
の
改
正
で
、
入
所
要
件
か
ら
「
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
理
由
」
が
削
除
さ
れ
、
居
室
を
原
則
個
室
に
す
る
な
ど
、
設
置

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
も
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は

老
人
福
祉
法
一
一
条
一
項
は
、「
六
五
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
環
境
上
の
理
由
及
び
経
済
的
理
由
に
よ
り
居
宅
に
お
い
て
養
護
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
を
当
該
市
町
村
の
設
置
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
せ
、
又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
を
委
託
す
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
ま
た
同
二
〇
条
の
四
は
、「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
第
十
一
条
第
一
項

第
一
号
の
措
置
に
係
る
者
を
入
所
さ
せ
、
養
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
み
、
社
会
的
活
動
に
参
加
す
る

た
め
に
必
要
な
指
導
及
び
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
」
と
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
性
格
を
規

い
ま
、
高
齢
者
福
祉
に
か
か
せ
な
い

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
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